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学校沿革の概要
川口小学校　明治元年頃　　佐佳枝上町旧川口御門の跡地に川口小学校を創立する。 
晩成小学校　　　９年３月　川口小学校を晩成小学校と改称する。
錦 小 学 校　明治７年　　　彰義塾を前身として，佐佳枝中町大谷氏の古屋を買い錦小学校とする。
桜 小 学 校　明治９年　　　佐久良・錦の子弟の講習所であった彰義塾を前身として，佐久良下町に桜小学校を建てる。
順化小学校

明治20年４月　晩成，錦，桜小学校を合併して，福井県足羽郡第６尋常科順化小学校と改称し，旧錦校を本校とする。
　　　　　　　「順化」の校名は，富田厚積氏が「王化の徳に順う」の句を選択したことによる。
　　24年８月　新校舎落成。 建物総坪154.7坪，児童数322名，創立記念日を10月23日と定める。
　　42年２月　義務教育年限の延長により校舎増築。 校舎585坪，児童数752名
　　　　　　　校訓を定め掲額，「至誠」松平正直男爵，「順化」松平康荘侯爵揮亳
大正６年２月　校旗を制定する。
昭和15年11月　城町二字屋形，三字山里（のちの御屋形町）に敷地を定め，新校舎落成
　　16年４月　福井市順化国民学校と改称
　　20年７月　米軍の空襲を受け校舎施設の一切を焼失。 ８月５日より春山国民学校の一部を借り，午後授業する。
　　21年９月　焼跡にバラック校舎を建て，二部授業を開始
　　22年４月　福井市順化小学校と改称
　　23年６月　福井地震のため校舎倒壊焼失。 ８月１日進駐軍貸与テントを張り，二部授業を開始
　　23年11月　二の丸町三に敷地を定め，新校舎落成
　　25年10月　文部省主催，CIE指定の東海北陸地区研究大会を行う。
　　34年５月　特別支援学級を開設する。
　　35年６月　校歌発表会
　　38年７月　プール完成
　　43年３月　南校舎鉄筋三階建第二期工事，玄関等改築工事竣工
　　48年７月　北校舎鉄筋三階建第二期工事竣工
　　48年10月　開校百周年記念行事を行う。
　　53年３月　体育館改築落成記念式典を行う。
　　53年４月　「至誠」「順化」の校訓に「剛健」を加え掲額する。 福井市長大武幸夫氏揮亳
　　55年11月　文部省，県教委，市教委より昭和54年，55年度，教育課程研究指定校として２ヶ年の成果を発表する。
　　56年１月　記録的豪雪に見舞われ，６日間臨時休校にする。
　　56年４月　福井市教委より，第１回教育研究優良校として表彰を受ける。
　　58年10月　開校百十周年記念行事を行う。
　　61年９月　相撲場完成
　　63年４月　「創意工夫育成功労学校」として科学技術庁長官賞受賞
　　63年７月　新プール完成
平成元年３月　創立百二十周年記念式典を行う。
　　２年８月　南校舎の改装，中庭の整備等環境を整える。
　　３年９月　校庭の大改修工事
　　７年11月　タッチ＆トライ研究発表会（平成６年度より福井市教育委員会２ヶ年指定）
　　９年11月　優良ＰＴＡ文部大臣賞を受賞
　　10年10月　都市公園等環境美化功労表彰（福井市長）
　　10年11月　エイズ教育（性教育）の研究発表会を開催する。（平成８年度より文部省３ヶ年指定）
　　11年４月　緑化推進，建設大臣表彰
　　11年６月　パソコンルーム整備（パソコン10台導入）（PTA寄贈）
　　12年11月　健康教育　文部大臣表彰
　　15年３月　創立記念事業　中庭改修事業
　　15年８月　　　　〃　　　西側トイレ大改修
　　15年10月　開校百三十周年記念式典を行う。
　　16年４月　「金銭教育研究校」の委嘱を受ける。（平成16年度より２ヶ年指定）
　　17年１月　体育館　耐震工事
　　18年９月　北校舎　耐震工事
　　19年４月　「小学校における英語活動等国際理解活動推進事業」の委嘱を受ける。（平成19年度より２ヶ年指定）
　　19年11月　南校舎　耐震工事
　　20年12月　英語活動実践報告会を開催する。
　　21年４月　環境にやさしい学校（福井市学校版環境ISO）に認定される。
　　21年５月　「福井学」推進協力校の指定を受ける。
　　22年４月　「白川文字学」調査協力学級の指定を受ける。
　　22年５月　あいさつ運動推進協力校の指定を受ける。（平成22年度より２ヶ年指定）
　　24年４月　「白川文字学」漢字教育推進拠点校の指定を受ける。
　　27年４月　親子で学ぶ道徳講座の委託を受ける。
　　28年４月　ALTとのパートナーシップスタート。
　　29年10月　創立百五十周年記念式典を行う。
　　30年２月　記録的豪雪に見舞われ、４日間臨時休校にする。
　　30年12月　公民館との複合化に向けて、改修工事が始まる。
令和元年７月　南校舎・東渡り廊下完成
　　２年３月　北校舎・西渡り廊下完成
　　２年４月　順化小学校と公民館の複合化が始まる。
　　３年４月　全校でタブレット端末を使用した学習スタート。
　　４年２月　福井県ふるさと福井CMコンテストで奨励賞を受賞
　　６年３月　自校給食終了
　　６年12月　特別教室（図工室・理科室・図書室・相談室）空調設備工事完了

※明治元年頃から数えて「創立」とした記念行事と学制発布から数えて「開校」とした記念行事を平成29年度に分けた



年間行事予定

重点目標

「学びをつなぐ・未来につなげる」
～人や地域とつながる授業づくり～

なかよく助け合う子　すすんで学ぶ子　明るく元気な子めざす児童像

明道中学校区三校共通研究主題

本校研究主題

福井市学校教育目標
　郷土福井に誇りを持ち、
　　たくましく生きる子どもの育成
令和７年度　学校教育方針
　学びをつなぐ・未来につなげる
　　～「つながる」を大切にした学校づくり～

校　訓
学校教育目標

つながり合い、ひとりひとり輝く子の育成

令和７年度　福井市順化小学校スクールプラン

第
一
学
期

◦入学式　◦始業式　◦健康診断　◦地区体育大会
◦交通安全教室　◦自転車教室　◦避難訓練　◦順化歴史探訪
◦総合防災訓練　◦連合音楽会　◦スポーツフェスタ
◦校内体育大会　◦終業式

第
二
学
期

◦始業式　◦宿泊学習　◦修学旅行　◦就学時健康診断
◦避難訓練　◦学校保健委員会　◦校内器械運動発表会
◦なわとび大会　◦わくわく交流デー　◦６年生を送る会
◦卒業式　◦修了式　◦離任式

至　誠
順　化
剛　健

わかる授業づくり
◎主体的・対話的で深い学びの実現
◦思考を深める学習課題の工夫
◦学び合いの場と発表の場の設定
◦具体物の利用や体験活動の重視

◎基礎・基本の定着
◦学びのルール「聞く・話す」の定着
◦基礎学力の定着（漢字、計算、視写）
◦読書活動の推進（読書ノート活用）
◦ユニバーサルデザイン化の推進

居場所づくり・絆づくり
◎温かい人間関係のある集団づくり
◦いじめを見過ごさない生徒指導
　（毎月の心のアンケート･個別面談･SCの活用）
◦支援体制づくり（チーム･個別対応）
　（児童理解の充実・ほめて伸ばす教育）
◦互いに認め合える集団づくり
　（異学年交流･児童主体の活動の充実）
◦規範意識や自己肯定感の涵養

心づくり・体づくり
◎人権教育を含めた道徳教育の充実
◦人権月間、全校道徳
◎自己の体力向上
◦運動の楽しさを感じ、基礎体力向
上に向けた発表の場の設定と工夫
◦ランランタイムの継続・推進

◎望ましい生活習慣の確立
◦児童主体のあいさつ運動の推進
◦健康教育
　（学校保健委員会・歯みがき指導）
◦食育指導の推進
　（各学年１回以上）
◦早寝･早起き･朝ごはんの推進
◦情報リテラシー教育の推進

家庭･地域や中学校区との連携
◎地域を活用した学習・行事の工夫
◦地域の資源や人材の積極的な活用
◦地域コーディネーターとの連携
◦教科領域横断的な学びの工夫

◎家庭・地域との協働体制の構築
◦各種関係団体との協働事業の推進
◦「白鳥懇話会」の開催
◦情報発信による子どもの成長の共
有（学校公開･学校だより･学年だ
より･HPさくら写真館）

◎園小中の相互理解の推進

ＩＣＴの活用
◎１人１台端末の合理的な活用
◎情報モラル教育の推進
◎教職員の自己研鑽と協働体制
◦校内研修の充実
◦研修会への積極的参加

豊かな心の育成
なかよく助け合う子

確かな学力の育成
すすんで学ぶ子

健やかな心と身体の育成
明るく元気な子 

信頼される学校づくり

キャリア教育の充実と推進
◎地域・郷土への誇りの構築
◦キャリア教育プログラムの活用
◦「ふるさとギャラリー」の活用
　（各種団体連携）
◦「未来探検ｉｎ順化」の推進
　（PTA連携）
◦地域と連携した活動の充実
　（地域連携）


